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平
成
五
年
八
月
一
日
「
桑
名
文
協
創

刊
号
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
４
判
片

面
サ
イ
ズ
一
枚
で
し
た
。
そ
の
記
念
す

べ
き
日
は
、
ど
ん
な
天
気
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
な
ど
と
考
え
ま
す
。
ま
る
で

我
が
子
が
生
ま
れ
た
日
を
思
い
出
す
よ

う
に
。

　

創
刊
号
を
発
刊
し
た
人
々
も
、
き
っ

と
桑
名
市
文
化
協
会
の
健
や
か
な
発
展

を
願
い
、
桑
名
市
の
文
化
の
洋
々
た
る

未
来
を
思
っ
て
送
り
出
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
五
十
号
。
二
十
八
年
と
い

う
年
月
を
か
け
て
、
文
化
を
愛
す
る
多

く
の
人
々
の
力
で
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
て
こ
こ
に
、
五
十
号
を
発

刊
で
き
ま
す
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
で

す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
十
九
号
は
、
去
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
が
ん
ば
っ
て
活
動
を
続
け

て
い
る
会
員
の
方
々
の
よ
う
す
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

五
十
号
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
続
く
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
を
始
め
て
何
十
年

と
い
う
祝
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
ら

れ
た
団
体
の
方
々
に
、
そ
の
苦
労
や
喜

び
を
、
又
、
創
刊
以
来
長
く
続
い
て
い

る
記
事
の
執
筆
者
に
も
、
そ
の
思
い
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
日
常
生

活
が
様
変
わ
り
し
、
文
化
活
動
の
進
め

方
も
大
き
く
、
小
さ
く
変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
中
で
も

文
化
の
持
つ
「
心
の
豊
か
さ
」
を
み
ん

な
で
守
り
続
け
て
、
未
来
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
時
代
が
来
る
の

か
、
ど
ん
な
時
代
に
な
る
の
か
、
予
測

も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
時
代
に
な

ろ
う
と
も
「
桑
名
文
協
」
は“

心
の
渇

き
を
癒
す
文
化
の
灯

“
を
未
来
に
つ
な

げ
て
い
く｜

｜

発
表
の
場
、
各
部
門
た

す
け
合
っ
て
い
く
場
、
楽
し
み
合
え
る

場｜
｜

と
な
る
広
報
紙
と
し
て
あ
り
続

け
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
と
し
て
「
桑
名
文
協
」
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
も
う
十
年
に

も
な
り
ま
す
か
。
楽
し
く
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

各
部
門
の
委
員
さ
ん
と
校
正
作
業
で

じ
っ
く
り
向
き
合
っ
て
い
く
記
事
の
内

容
は
、
ど
れ
も
面
白
く
興
味
深
く
、
残

念
な
が
ら
字
数
の
関
係
で
紙
面
に
載
せ

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
お
話
も
伺
う

こ
と
が
で
き
、
へ
え
！
そ
う
だ
っ
た
ん

だ
！
と
新
た
な
世
界
を
知
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
、
そ
の
部
門

の
活
動
に
ち
ょ
こ
っ
と
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
分
野
へ
の
窓
が
開

い
て
い
る
「
桑
名
文
協
」
を
、
多
く
の

人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
私
に
は
幼
い
子
供
が
二
人
い

ま
す
が
、
連
れ
て
会
議
に
参
加
し
て
も

皆
さ
ん
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
い
つ
も
和
や
か
で
和
気
あ
い
あ

い
と
、
そ
し
て
活
気
あ
る
広
報
委
員

会
。
そ
の
傍
ら
で
う
ち
の
子
供
ら
が
お

弁
当
や
お
菓
子
を
食
べ
て
い
ま
す(

笑)

　

市
民
が
生
活
の
一
部
と
し
て
文
化
に

携
わ
る
。
そ
ん
な
桑
名
の
姿
の
片
鱗
が

こ
こ
に
は
あ
る
と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま

す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
こ
め
て
広
報
委
員
一

同
、
マ
ス
ク
を
か
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
桑
名
文
協
」
を
ご
愛

読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
又
、
ご
寄
稿

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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相
原
千
景

 

広
報
委
員

（
演
劇
部
門　

演
劇
集
団
Ｃ
ブ
レ
ン
ド
）

丹
羽
宗
俊

桑
名
市
文
化
協
会

副
会
長 (

広
報
担
当)

茶
道
裏
千
家
）

（
茶
華
香
道
部
門

第１号（H5.8.1発行）
B4サイズ片面1枚に印刷

↓校了後ドキュメントサイズをトンボより大きくすること

記 念 号

他
部
門
へ
の
窓

▲令和3年度　広報委員
（撮影のためマスクを外しています）

桑
名
文
協

 

創
刊
50
号
を
記
念
し
て

　

桑
名
市
文
化
協
会
会
員
と
共

に
歩
ん
で
き
た「
桑
名
文
協
」

を
ふ
り
返
り
ま
す
。

○
平
成
５
年　

文
化
協
会
発
足

○
平
成
７
年
度
よ
り
広
報
委
員

が
選
出
さ
れ
る
。

○
第
10
号（
平
成
13
年
10
月
15
日

発
行
）
よ
り
年
２
回
の
発
行

に
。

○
第
13
号（
平
成
15
年
３
月
15
日

発
行
）よ
り
文
学
部
門
に
よ
る

「
文
協
文
芸
」を
掲
載
。

○
第
26
号（
平
成
21
年
９
月
20
日

発
行
）よ
り
白
コ
ー
ト
紙
に
印

刷
。

広
報
紙「
桑
名
文
協
」の
あ
ゆ
みバックナンバーは、文化協会のホームページでご覧いただけます。桑名市文化協会HP  https://bunkyo-kuwana.jp/

第4号（H8.3.20発行）
よりA4サイズ６ペー
ジの広報紙に

第47号（R2.3.15発行）
よりカラー印刷に



（2）

第30回第30回
桑名市民芸術文化祭桑名市民芸術文化祭

～プログラム～～プログラム～
右記の日程で市民芸術文化祭を開催します。
さまざまな文化・芸術にふれてみませんか。
皆様のご来場をお待ちしています。

●協賛事業

桑名美術クラブ45周年記念展
　10月  7日(木）
～10月10日（日）

くわなメディアライヴ 
多目的ホール

9時～17時　初日は12時より
最終日は16時30分まで　　　     　  【入場無料】
桑名美術クラブ発足45周年の記念展覧会。
会員の絵画作品の集大成をお楽しみください。

第18回東海西部地区相撲甚句発表大会
10月30日（土） 相撲甚句は国技相撲と共に歌い継がれてきた伝統的

な文化です。新日本相撲甚句会の東海西部地区発表
大会が、今年は桑名で開催されます。　【入場無料】

劇団すがお 創立60周年記念公演
「水郷燃ゆ」～長島一向一揆の闘い～
 10月23日(土）16時～18時 
 10月24日（日）13時30分～15時30分
 （開場　60分前）

史実に基づくフィクション。
コロナウイルスの影響で２月に延期になりました。
チケット（有料）・詳しくは劇団すがおHPをチェック!　
　　　　http://gekidan-sugao.org　

大山田コミュニティプラザ
文化ホール

大山田コミュニティプラザ
文化ホール

☆新型コロナウイルスの影響で、文化祭の催し・協賛事業
が中止または変更になる場合があります。最新の情報は
桑名市文化協会ホームページをご確認ください。
   httpｓ://bunkyo-kuwana.jp

演劇の祭典　
演劇集団Cブレンド オンライン配信公演 「鬼サミット」

10月1日（金） ～ 11月30日（火）

Web配信

【配信視聴チケット】1,500円　期間中見放題
チケット購入・詳細はCブレンドのホームページ、

Twitter、Instagramなどをチェック   http://c-blend.net

【チケット購入必要】

【入場無料】

【入場無料】
【整理券必要】

趣味教養祭（桑名愛石会第47回水石展）
10月16日(土） 9時～17時
10月17日(日） 9時～15時

場所：くわなメディアライヴ 多目的ホール

【入場無料】
【参加費必要】

【入場無料】

小倉百人一首 初心者かるた取り大会

場所：桑名市パブリックセンター　日本間
11月28日（日） 9時30分～12時30分

11月20日（土）   12時～17時
11月21日（日）     9時～17時
11月22日(月）     9時～16時

美術部門展　2021

場所：くわなメディアライヴ  多目的ホール

「桑名文協」に文芸作品発表
2022年3月発行

場所：各まちづくり拠点施設、公共施設等にて配布

☆お問い合わせ
　文化協会事務局（桑名市ブランド推進課内）
　（TEL24-1361　FAX24-2474）まで

（市役所３Ｆブランド推進課内）

音楽のフルコース
11月14日(日) 13時～16時（開場12時30分）
※入場整理券（無料）が必要です。 配布開始 10月15日より
配布場所：ＮＴＮシティホール受付
　　　　桑名市文化協会事務局

場所：NTNシティホール　小ホール

ダンス,DE,パフォーマンス“2021”
11月23日(火・祝） 13時30分～16時30分（開場１３時）

場所：大山田コミュニティプラザ  文化ホール

【入場無料】

展示と体験（材料費必要）趣味教養祭 （パッチワーク）

場所：くわなメディアライヴ　多目的ホール

12月11日（土） 9時～17時
12月12日（日） 9時～15時

【入場無料】

展示と体験（材料費必要）
【入場無料】

くわコレ’21

場所：くわなメディアライヴ　多目的ホール

12月18日（土） 13時～16時
12月19日（日） 9時～15時30分

社会文化部門展 ～暮らしの近くに息づく文化～

場所：くわなメディアライヴ　多目的ホール

12月18日（土） 11時～16時30分
12月19日（日）   9時～15時30分

【入場無料】

芸能の祭典 （日本舞踊、箏曲、民謡、大正琴など）
2022年1月29日（土） 13時～16時(開場12時)
　        1月30日（日） 10時～16時(開場9時30分)

【入場無料】

場所：NTNシティホール　小ホール

!

!

12時30分開演
 （開場12時）

延期

新型コロナウイルスの影響で中止
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社
会
文
化
部
門

　

桑
名
市
文
化
協
会
の
設
立
は
平
成
五

年
六
月
で
す
が
、
市
民
芸
術
文
化
祭
は

そ
の
前
年
に
始
ま
り
、
文
化
祭
回
数
は

協
会
の
年
次
よ
り
一
つ
、
周
年
数
よ
り

二
つ
多
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
令
和
五

年
の
協
会
30
周
年
に
先
だ
ち
、
文
化
祭

は
本
年
30
回
を
迎
え
ま
す
。

　

社
会
文
化
部
門
は
舞
台
発
表
や
作
品

展
示
と
い
う
形
に
な
じ
ま
な
い
の
で
、

協

会

設

立

年

の

第

二

回

文

化

祭

で

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
ト
ー
ク…

桑
名
の
文

化
を
み
つ
め
て
」
と
題
し
、
小
川
・
大

河
内
が
講
師
の
よ
う
な
形
で
話
を
進

め
、
質
問
を
受
け
て
話
題
を
広
げ
る
、

と
い
う
席
を
設
け
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
こ
れ
が
好
評
を
博
し
、
以

後
各
界
か
ら
著
名
人
を
招
き
14
年
ま
で

連
年
10
回
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
日

韓
交
流
行
事
や
千
羽
鶴
体
験
な
ど
趣
向

を
変
え
て
催
し
ま
し
た
が
、
常
に
課
題

と
な
る
の
は
集
客
で
す
。
特
定
の
日
時

に
限
る
と
、
よ
ほ
ど
魅
力
が
な
い
と
多

く
の
集
客
が
達
成
で
き
ず
、
こ
の
点
、

作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
展
示
と
い
う

形
は
自
由
観
覧
で
時
間
帯
に
も
束
縛
さ

れ
ず
、
声
を
掛
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
市
民
会
館
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｎ

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）
展
示
室
で
二
日
間
に

亙
り
石
取
祭
に
関
連
し
た
展
示
を
行

い
、
以
後
ほ
ぼ
毎
年
そ
の
時
々
の
話
題

に
着
眼
し
、
こ
の
よ
う
な
形
で
企
画
し

て
来
ま
し
た
。
長
期
的
に
は
展
示
企
画

や
構
想
に
限
界
を
感
じ
つ
つ
あ
り
、
会

員
増
強
と
い
う
共
通
課
題
に
集
約
さ
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。

（
個
人
会
員
）

指
先
を
使
う

動
作
で
す
。

迷
わ
ず
に
入

会
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
習
い
は

じ
め
て
二
～

三
年
。
何
と

か
曲
が
吹
け

る
様
に
な
っ

た
頃
で
す
。

リ
ュ
ッ
ク
の

中
に
尺
八
を

入
れ
、
鈴
鹿

の
山
で
臆
面

も
な
く
吹
い
た
事
が
昨
日
の
様
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

尺
八
の
歴
史
は
、
中
国
の
唐
を
起
源

と
し
、
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
来
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は

「
楽
器
」
と
い
う
よ
り
、
法
要
な
ど
の

際
に
使
用
す
る
た
め
の
「
法
具
」
と
し

て
普
化
宗
に
属
す
る
虚
無
僧
の
み
が
演

奏
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
様
で
す
。

明
治
以
降
に
普
化
宗
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
で
虚
無
僧
以
外
の
者
も
演
奏
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

謡
い
継
が
れ
た
古
曲
か
ら
、
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
現
代
曲
ま
で
幅
ひ
ろ

く
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
「
豊
山
会
」
で
は
、
毎
月
、
第

二
、
第
四
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
、

「
ス
タ
ー
21
」
で
教
室
を
開
い
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
越
し
下
さ

い
。

　

市
民
芸
術
文
化
祭
に
は
、
都
山
流
尺

八
と
し
て
、
ま
た
筝
曲
の
演
奏
の
助
演

と
し
て
毎
年
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
は
第
30
回
の
節
目
の
年
。
多
く
の
皆

様
に
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
河
内　

浩

芸
能
Ｉ
部
門
都
山
流
尺
八 
豊
山
会

佐
藤
勝
彦
（
豊
勝
）

　

尺
八
と
関
わ
っ
て
十
数
年
。
出
会
い

は
桑
名
市
の
広
報
で
目
に
し
た
「
生
徒

募
集
」
の
記
事
で
す
。
定
年
退
職
を
し

て
、
何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て

い
た
時
で
す
。
当
時
は
山
へ
登
る
事
を

趣
味
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
力
が
無

く
な
れ
ば
無
理
で
す
。
又
、
こ
の
頃
は

高
齢
者
の
「
痴
呆
症
」
が
時
事
ニ
ュ
ー

ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
頃
で
す
。
予
防

の
た
め
に
は
指
先
を
使
う
動
作
が
有
効

で
す
、
と
言
わ
れ
た
頃
で
す
。
尺
八
は

社
会
文
化
部
門
と
し
て
の

　
　
　
　
文
化
祭
への
参
画

桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
こ
れ
ま
で
と

　
　
こ
れ
か
ら

第30回第30回

尺
八
教
室「
豊
山
会
」と
共
に

▲平成16年第13回文化祭企画「石取
祭勉強会」は大山田コミュニティプラ
ザホールへ石取祭車を搬入し、中会
議室（写真）も併用しての一大企画で
した

こ   

む    

そ
う

ふ　

 

け  

し
ゅ
う

文化協会のホームページが
　　　リニューアル しました！
文化協会のホームページが
　　　リニューアル しました！

← → 〇 

文化協会の最新情報を発信しています。
文化協会会員の紹介ページや、イベントカレンダーに写真や
チラシ画像が掲載され、より魅力的になりました。
会員さんは、ぜひ文化活動のPRに活用してください。
市民の皆さま、イベントをチェックしてお出かけくださいね♪

桑名市文化協会HP
https://bunkyo-kuwana.jp/
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桑
名
美
術
ク
ラ
ブ
四
十
五
周
年
記
念

展
を
今
年
十
月
開
催
致
し
ま
す
。
発
足

時
の
先
輩
の
意
思
を
引
き
継
い
で
継
続

し
て
来
た
事
、
会
員
一
同
喜
び
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
五
年
ご
と
の
記
念
展
で

す
の
で
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
に
て

百
号
ま
で
の
水
彩
・
油
彩
を
展
示
致
し

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
安
全
対
策
を

講
じ
ま
す
の
で
ご
高
覧
頂
き
ま
す
様
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
寿
命
も
延
び
て
人
生
百
年
と

言
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
趣
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
実

年
齢
よ
り
若
々
し
く
見
え
ま
す
。
当
然

見
か
け
に
比
例
し
て
心
も
若
く
な
っ
て

お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
す
。
現
役
中
で
も

休
日
に
は
何
か
自
分
に
合
っ
た
集
中
で

き
る
趣
味
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
気
分
転

換
を
図
る
に
は
い
い
と
思
い
ま
す
。
幸

い
桑
名
市
は
恵
ま
れ
て
い
て
ま
ち
づ
く

り
拠
点
施
設
で
芸
能
・
美
術
各
種
講

座
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
趣
味
を

通
じ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
視
野
も

世
間
も
広
く
な
り
ま
す
。

　

趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
費
や
す
お
金

は
不
思
議
と
余
り
惜
し
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
趣
味
に
お
金
を
費
や
せ
ば
ゆ
く

ゆ
く
は
国
の
経
済
に
少
し
は
貢
献
す
る

事
に
も
繋
が
り
ま
す
。
好
き
な
こ
と
を

や
っ
て
心
の
充
実
感
を
得
る
こ
と
は
心

の
健
康
、
体
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま

す
。
カ
ラ
オ
ケ
で
声
を
出
し
て
歌
う
事

で
ス
ト
レ
ス
発
散
、
胃
潰
瘍
が
治
っ

た
、
冬
は
風
邪
を
引
き
に
く
い
と
か
聞

い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
絵
を
描
く
事
は

何
歳
に
な
っ
て
も
出
来
、
ボ
ケ
防
止
に

な
る
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

さ
あ
～
心
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
一
生
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

　

「
海
外
で
新
た
な
感
染
症
」
そ
の
一

報
を
呑
気
な
私
は
、
次
第
に
収
ま
る
か

他
国
の
出
来
事
と
い
つ
も
通
り
聞
い
て

い
ま
し
た
。
４
歳
で
始
め
た
バ
レ
エ
。

こ
れ
ま
で
表
現
す
る
こ
と
を
自
由
に
当

た
り
前
に
、
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
時

代
は
歴
史
上
の
出
来
事
だ
っ
た
と
。
し

か
し
、
そ
れ
が
目
に
見
え
な
い
新
型
ウ

イ
ル
ス
の
為
に
脅
か
さ
れ
、
こ
の
時
代

に
現
実
に
な
っ
た
令
和
２
年
。
そ
れ
で

も
予
定
し
て
い
た
発
表
会
を
４
月
無
事

に
終
え
、
次
は
何
を
演
目
に
選
ぶ
か
生

徒
た
ち
と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
思
い
は
、
次
回
ど
う
な
っ
て
行
く

の
だ
ろ
う
と
初
め
て
不
安
を
感
じ
ま
し

た
。

　

次
第
に
活
動
自
体
が
規
制
さ
れ
、
緩

和
さ
れ
て
も
安
全
対
策
を
施
し
な
が
ら

の

お

稽

古

に

、

不

自

由

を

感

じ

不

安

し

か

な

い

中

、

生
徒
さ
ん
、

保

護

者

の

皆

さ

ん

の

熱

い

思

い

と

協

力

を

得

、

30
周

年

記

念

第

20

回

発

表

会

を

開

催

す

る

こ

と

令和3年度　桑名市文化協会育成補助金助成事業一覧

1 金田枝里香バレエ教室 創立30周年記念第20回金田枝里香バレエ教室発表会 R3.4.18 ＮＴＮシティホール
大ホール

2 桑名美術クラブ 桑名美術クラブ45周年記念展 R3.10.7～10

3 桑名相撲甚句会 R3.10.30

くわなメディアライヴ
多目的ホール

文化ホール

4 きいろいおうちの会 きいろいおうち春の夢～芸術文化で人々が繋がる街に～

第18回 東海西部地区相撲甚句発表大会

R4.2.5～6

5 池坊桑名支部 池坊桑名支部　花展 R4.2.12～13 ＮＴＮシティホール
小ホールロビー

申請者 事業名 開催期日 開催場所

きいろいおうち

6 筝曲・三絃グループ「筝奏」 若葉コンサート(金亜軍来日30周年記念)筝曲＆揚琴に歌を散りばめて R4.2.27

大山田コミュニティプラザ

文化ホール
大山田コミュニティプラザ

この中から２団体の方々に、活動紹介をしていただきます。

芸
能
Ⅲ
部
門
金
田
枝
里
香
バ
レ
エ
教
室

金
田
枝
里
香

バ
レ
エ
を
通
し
て
得
た
こ
と

桑
名
美
術
ク
ラ
ブ

安
田
隆
亮

 

人
生
百
年
楽
し
く
元
気
に
趣
味

    

を
持
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

を
決
意
し
ま
し
た
。
全
幕
作
品
を
演
じ

る
に
は
時
間
と
環
境
は
過
酷
で
し
た
が
、

む
し
ろ
集
中
力
と
協
調
性
が
生
ま
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
繋
が
り
、
令
和
３

年
４
月
、
昨
年
同
様
の
状
況
下
、
対
策

に
協
力
い
た
だ
き
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
お
客
様
の
拍
手
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
心
に
し
み
、
出
演
者
に

は
自
信
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
桑
名
市
文
化
協
会
、

多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の
も

と
、
バ
レ
エ
を
通
し
て
得
た
日
常
の
大

切
さ
、
芸
術
・
文
化
に
関
わ
れ
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
挑
戦

し
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
術
部
門

30周年30周年

45周年45周年

中止
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第
30
回
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
原
画
表
彰
式

第
30
回
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
原
画
表
彰
式

　

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
に

は
、
小
学
生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
17
点

の
応
募
が
あ
り
、
油
彩
、
水
彩
、
造
形

の
写
真
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
等

ジ
ャ
ン
ル
も
多
彩
で
力
作
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。
優
秀
賞
に
は
、
桑
名
市
在
住
の

戸
塚
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
多
度
の
上
げ
馬
神
事
の
馬
の

中
に
、
桑
名
に
ま
つ
わ
る
た
く
さ
ん
の

モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
印
象
に
残
る
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
戸
塚
さ
ん
は
、
桑
名
の

文
化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
描
い
た
そ
う
で
す
。

　

佳
作
に
は
、
戸
塚
し
ず
く
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
び
っ
く
り
、
親

子
で
受
賞
と
な
り
ま
し
た
！

　

８
月
２
日
に
関
係
者
に
よ
る
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

時
を
遡
る
こ
と
１
０
０
年
前
、
当
時

（
大
正
10
年
頃
）
国
内
に
は
ま
だ
五
指

を
数
え
る
程
し
か
マ
ン
ド
リ
ン
楽
団
が

な
か
っ
た
時
代
、
こ
の
桑
名
の
地
に
数

名
の
マ
ン
ド
リ
ン
愛
好
家
が
集
い
当
楽

団
の
礎
と
も
な
る
「
桑
名
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
」
を
創
立
。
そ
の
３
年
後
に
桑

名
町
第
二
小
学
校
（
現
桑
名
市
立
精
義

小
学
校
）
に
て
第
１
回
演
奏
会
が
行
わ

れ
た
、
と
各
史
書
に
記
録
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
時
代
は
移
り
、
数
回

に
渡
る
楽
団
名
の
変
更
や
活
動
休
止
を

繰
り
返
し
、
１
９
９
４
年
（
平
成
６

年
）
、
志
を
継
い
だ
現
部
員
が
『
桑
名

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
』
を
再
結
成
し
、

本
年
（
令
和
３
年
）
、
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

 

本
来
で
あ
れ
ば
３
月
に
１
０
０
周
年
記

念
演
奏
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
今
日
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
、
や
む
な
く
延
期
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
私
達
は
歩

み
続
け
る
事
を
決
意
し
、
困
難
な
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
る
べ
き
時
を
信

じ
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
楽
し
く
な
け
り
ゃ
趣
味
じ
ゃ
な
い

ね
！
」
「
楽
し
く
な
け
り
ゃ
合
奏
じ
ゃ

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
定
期
演
奏
会
の

ほ
か
訪
問
演
奏
や
県
・
市
の
音
楽
祭
に

も
参
加
。
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
の

夜
、
大
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で

楽
し
く
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

私
達
は
一
緒
に
歩
み
を
続
け
て
く
れ
る

新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経

験
者
・
興
味
の
あ
る
方
大
歓
迎
！
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
一
度
見
学
に
い
ら
し
て
下

さ
い
。

芝
居
作
り
だ

け
で
な
く
、

市
民
会
館
や

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ

の
建
築
要
望

な
ど
の
運
動

も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

青
年
団
と

も
「
桑
名
演

劇
祭
」
を
行

っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
60
年

で
自
慢
で
き
る
も
の
は
、
員
弁
郡
の
学

校
公
演
（1

9
7
2
―

8
8

）
で
、
小
学
校
が

17
校
、
中
学
校
を
５
校
、
週
末
を
使
っ

て
隔
年
で
公
演
し
て
き
ま
し
た
。
２
、

３
ヵ
月
週
末
を
返
上
し
て
の
公
演
で
、

16
年
続
き
、
私
た
ち
の
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
県
下
各
地
で
の

公
演
は
勿
論
、
岐
阜
、
名
古
屋
、
富
山
、

遠
く
新
潟
や
鹿
児
島
で
の
公
演
も
あ
り

ま
し
た
。
鹿
児
島
公
演
は
薩
摩
義
士
の

治
水
工
事
を
描
い
た
「
孤
愁
の
岸
」
で
、

総
勢
40
名
で
参
加
、
鹿
児
島
で
１
６
０

０
名
の
観
客
で
し
た
。
満
員
札
止
め
の

盛
況
で
感
動
を
呼
び
、
５
年
後
に
も
再

演
の
要
請
を
う
け
て
上
演
。
こ
の
公
演

も
好
評
で
海
津
市
、
岐
阜
市
か
ら
も
公

演
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
公
演
で
し
た
。
国
際
交
流
は

韓
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
他
の
文
化
団

体
と
協
力
し
な
が
ら
行
い
、
今
も
交
流

は
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
長
年
私
た
ち
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
、
観
客
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
ス
ポ
ッ
ト

活
動
に
ス
ポ
ッ
ト

 

音
楽
部
門　

桑
名
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

加
藤
武
夫

 

演
劇
部
門　

劇
団
す
が
お

　

劇
団
す
が
お
は
昭
和
36
年
に
「
働
き

な
が
ら
演
劇
を
、
わ
が
住
む
ほ
と
り
を

開
拓
し
よ
う
」
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
発

足
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
５
０
０
回
以

上
の
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
単
に

『
継
往
開
来
』
～
歩
み
続
け
る
～

劇
団
す
が
お
の
60
年

100周年100周年

60周年60周年

豊
田
憲
生

▲心をひとつにして演奏した前回発表会
コロナを乗り越え、100年の先へ繋ぐことを願う

▼平成30年 市民芸術文化祭 戊辰戦争150年記念公演にて
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ご
賛
助
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

特
別
会
員
の
皆
様
９
月
１
日
現
在

（
五
十
音
順
）

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

編
集
後
記

記
念
号
の
後
文
を
僭
越
に
も
書
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
今
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
猛
暑
の
連
日
連
夜
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年

来
、
世
界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
、
な
か
な
か
収
ま
る
気
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
全
く
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
困
難

に
、
私
た
ち
は
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い

ま
す
。

人
は
未
来
を
予
測
で
き
ま
せ
ん
、
そ
れ

で
も
前
へ
前
へ
と
歩
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
原
動
力
や
原
点
と
な
る
の
が
、
ま

さ
し
く
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
力
と
私
は
信

じ
ま
す
。

こ
こ
に
桑
名
文
協
創
刊
50
号
記
念
号
を

発
刊
で
き
ま
す
事
を
歴
代
、
文
化
協
会
に

貢
献
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
、
桑

名
市
文
化
協
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。<

八
月
執
筆> 　

（
安
田
治
三
）

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

 

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

丹
羽　

宗
俊

広
報
担
当
副
会
長　
　
　

安
田　

治
三

委
員　

文
学
部
門　
　
　

竹
村　

一
雄

　
　
　

美
術
部
門　
　
　

加
藤
由
貴
子

　
　
　

音
楽
部
門　
　
　

水
谷　

直
人

　
　
　

芸
能
Ⅰ
部
門　
　

村
瀬　

昌
子

　
　
　

芸
能
Ⅱ
部
門　
　

谷
口　

泰
江

　
　
　

芸
能
Ⅲ
部
門　
　

伊
藤　

好
子

　
　
　

演
劇
部
門　
　
　

相
原　

千
景

　
　
　

茶
華
香
道
部
門　

小
川　

与
松

　
　
　

社
会
文
化
部
門　

大
河
内　

浩

　
　
　

趣
味
教
養
部
門　

加
藤　
　

誠

昨
年
、
矢
田
村
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し

た
が
、
よ
く
似
た
名
で
矢
田
野
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
国
道
一
号
線
の

道
幅
が
変
わ
る
矢
田
町
交
差
点
か
ら
北

へ
進
む
と
、
桑
名
市
街
を
過
ぎ
道
幅
が

ま
た
狭
く
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
一
号
線

に
は
矢
田
野
橋
・
中
矢
田
橋
・
北
矢
田

橋
と
続
け
て
短
い
橋
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

昭
和
の
時
代
に
は
ま
だ
貯
木
場
の
池
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
あ
た
り
を
は

さ
ん
で
南
側
が
東
方
の
矢
田
野
、
北
側

が
福
島
の
矢
田
野
と
、
今
も
字
地
名
と

し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
23
年
自
治
会
発
足
で
矢
田
野
町

と
い
う
町
内
が
で
き
ま
し
た
が
、
34
年

に
大
橋
通
一
丁
目
と
改
称
し
ま
し
た
。

伊
勢
大
橋
通
に
対
す
る
名
で
、
前
回
の

新
矢
田
と
新
矢
田
一
丁
目
に
似
て
ま
す
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
と
書
か
れ

た
古
文
書
に
「
矢
田
八
幡
の
北
裏
、
八

丁
畷
辺
り
迄
を
矢
田
野
と
い
う
」
と
の

記
事
が
み
え
ま
す
。
八
丁
畷
と
は
現
在

の
一
号
線
参
宮
町
交
差
点
に
交
わ
る
東

西
道
路
で
す
の
で
、
更
に
北
方
と
な
り

ま
す
が
、
矢
田
八
幡
（
立
坂
神
社
）
が

鎮
座
し
た
太
古
の
時
代
に
は
、
ず
っ
と

こ
の
あ
た
り
ま
で
矢
田
の
属
地
の
野
原

と
い
う
感
覚
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

矢
田
八
幡
と
通
称
さ
れ
る
立
坂
神
社

の
本
祭
神
は
神
明
宮
大
日
孁
社
で
す
。

八
幡
社
は
後
世
に
こ
の
神
明
宮
と
同
境

内
に
祀
ら
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の

名
所
図
会
に
も
社
殿
が
並
ん
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に

著
さ
れ
た
延
喜
式
神
名
帳
に
あ
る
立
坂

神
社
は
江
戸
時
代
に
は
同
名
の
神
社
が

な
く
、
ど
こ
に
相
当
す
る
の
か
と
い
う

論
争
が
既
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
候
補

の
一
つ
矢
田
は
、
い
ち
早
く
立
坂
神
社

を
称
え
、
続
い
て
東
方
が
称
え
ま
し
た
。

で
す
が
今
一
色
・
桑
名
村
・
江
場
・
安

永
も
起
源
を
垂
仁
天
皇
の
時
代
と
す
る

神
明
宮
で
あ
り
、
太
夫
の
益
田
神
社
も

含
め
源
流
は
同
一
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

桑
名
地
名
あ
れ
こ
れ

〜
矢
田
と
矢
田
野
〜

〜
矢
田
と
矢
田
野
〜

社
会
文
化
部
門

社
会
文
化
部
門

大
河
内　

浩

大
河
内　

浩

（
個
人
会
員
）

（
個
人
会
員
）

ち
ょ
う
な
わ
て

は
っ

お
お    

ひ
る    

め  

の
や
し
ろ

ふ
く  

じ
ま

ひ
が
し 

が
た

（25）（25）

国道一号線沿い北浜町地内に立つ参宮国道碑　
昭和７年３月の道路完工時に西桑名町が建設
往年はこのあたりまで矢田野と呼ばれました


